
多彩な創作活動で知られる画家･猪熊弦一郎 (1902-1993)。その作品の魅力をこどもたちにもわかりや
すく紹介した絵本『いのくまさん』( 小学館発行 ) は、詩人･谷川俊太郎の軽妙な文章のもと、ページ
をめくるたびに、猪熊作品の鮮やかな世界が広がります。この絵本をもとに構成した企画展にちなみ、
朗読、ピアノ、猪熊弦一郎作品のスライド上映による「いのくまさんの たのしい世界」をご鑑賞く
ださい。                                                                                                                                                                        

み  　さわ   　 よし      え

ご     　き　  た 　      あや

《朗読》
『いのくまさん』（小学館  2006 年）
『猪熊弦一郎 猫画集  ねこたち』（リトルモア  2015 年 ) より抜粋
『私の履歴書　猪熊弦一郎』（日本経済新聞社 1979 年 1 月 / 丸亀市
猪熊弦一郎現代美術館・公益財団法人ミモカ美術振興財団  2003年）
より抜粋 
ほか

《演奏曲目》　　　
ドビュッシー：『ベルガマスク組曲』より “月の光”　　　
フォーレ：『ドリー』より “子守歌”
ガーシュイン：ラプソディ・イン・ブルーより 
ほか

※申込については、裏面の「申込方法」をご覧ください。



             申込方法
・来館…美術館の総合受付にある参加申込書に記入してください。
・往復ハガキ…往信面に希望者全員（1 枚につき４名まで）の氏名、代表者の  
   住所、電話番号、返信用宛名面にも代表者の住所、氏名、 電話番号を記入し、
　当館「ミュージアムコンサート係」まで送付してください。
・申込フォーム…2 次元コード（下）を読み込むか、当館ＨＰ内の申込み専用  
   フォームからお申し込みください。お申し込みの際には、 必ず当館からの　 
   メールを受信可能なメールアドレスをご記入ください。

※定員に達し次第申込を締め切ります。
※会期および各種イベント等が変更または中止になる場合があります。ご来 
    館の際は、当館 HP にてご確認いただくか、当館までお問い合わせください。
※ご家族そろってご参加いただけるよう、就学前のお子様の入場制限はしま  
    せんので、ご理解とご協力をお願いいたします。

〒310-0851　茨城県水戸市千波町東久保 666-1
Tel 029-243-5111　Fax 029-243-9992　
E-mail: eventbox@modernart.museum.ibk.ed.jp

見澤  淑恵（朗読）

朗読家。第３回古典の日記念朗読コンテスト特別賞受賞などコンクール入賞多数。
様々な朗読会、音楽と朗読のコンサートに出演。また、朗読・読み聞かせ講師と
して講座・講演会を行う。2015 年「放送大学ライブラリー講演会」の講師を務め、
NHK ラジオ「文化講演会」で放送され反響が多数よせられる。放送大学非常勤講
師の経験もあり、茨城県教育委員会主催保育技術協議会の研修会や新規採用教員
研修（幼児教育）の講師も務めた。近年、オリジナルの脚本・企画もてがける。司会、
ナレーション多数。戦争について朗読や紙芝居で次世代に伝えていく「オリーブ」
代表。NPO 日本朗読文化協会会員。第 13～16 期茨城県生涯学習審議委員及び社
会教育委員。

み さわ　  よしえ

五木田  綾（ピアノ）

国立音楽大学を首席で卒業。併せて武岡賞、NTT ドコモ賞受賞。最優秀生とし
て皇居にて御前演奏、読売新聞社新人演奏会に出演。同大学院、ポーランド国立
ショパン音楽大学を最優秀で修了。アジア国際ピアノコンクール ( 韓国 ) 金賞。
エウテルペ国際ピアノコンクール（イタリア）第 2 位。ヨーロッパ、アジアの各
地で演奏。帰国後も、ソロ、オペラ、室内楽、合唱共演者として、また学校公演、
マタニティ、ファミリー向けの演奏活動など、その活躍は多岐にわたる。独自の
脚本、企画も手がけ、その公演は好評を博している。グローリア音楽院主宰、後
進の指導にあたる。2022 年以来、各地でウクライナ支援のための演奏活動も精力
的に行っている。

ご　き   た　   あや


